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 要  旨 
無線送受信機の双方にアレーアンテナを用い空間信号処理を行うことで，限られた周波数で高度
な情報伝送を行う MIMO の研究が進められている．MIMO はマルチパス波を用いることで通信効率
の向上を図る技術であるため，通信が行われる環境における伝搬チャネルの推定は重要な要素と
なる．電波伝搬推定の手段としては，電波伝搬解析の手法であるレイトレーシングがある．これ
は，電波を光線として捉え，送信点から受信点まで追跡することで伝搬損失を計算するものであ
る．この手法では，厳密な解析を行うことが可能であり，実際の環境に近い解析結果を得ること
ができる．しかし，対象とするモデルによっては，計算量が膨大となり，さらに，MIMOのような
アレーアンテナを用いた解析では，それぞれのアンテナ組み合わせで計算を行う必要があるため，
計算時間が多くかかる．伝搬チャネルの性質を把握する手法としては，伝搬モデルを用いた手法
も存在する．伝搬モデルの一つであるクロネッカーモデルは空間相関を用いることで，簡易に
MIMOチャネルの統計的性質を得ることができるが，モデルが実環境に適合しているかどうかが重
要になる．本論文では，伝搬推定法であるレイトレーシングと伝搬モデルであるクロネッカーモ
デルを併用することによって短時間で実環境に近い MIMO チャネルの統計的性質を得るための手
法を提案し，シミュレーションを行うことで，提案手法についての検討を行なっている．提案手
法では，解析対象とするモデル内に送受信点を 1 つずつ配置し，1 回のレイトレーシングによる
解析から伝搬パスの解析を行う．そして，各々のパスの到来角等から送受信点の空間相関を計算
し，クロネッカーモデルに組み入れることで MIMOチャネルの統計的性質の解析を行った．その結
果をレイトレーシングのみによる厳密な解析により得られた MIMO チャネルの統計的性質と比較
することによって提案手法の検証を行った．その結果，提案手法は送受信点間に多くの散乱点が
存在し，パスがある程度複数の方向から到来するような環境においては有効であり，そうした環
境では，提案手法を用いることで，レイトレーシングによる厳密な解析に近い MIMOチャネルの統
計的性質を短時間で得ることができた． 
 
